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さかなの朝市初売り

とれたて新鮮！安いよ！

月号
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三
太
郎
峠
を
駆
け
抜
け
る

▲水俣市役所前を一斉にスタート

　

１
月
９
日
（
日
）、
県
内
で
最
も
伝
統

が
あ
り
、
険
し
い
三
太
郎
峠
を
タ
ス
キ
で

つ
な
ぐ
熊
日
三
太
郎
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
水
俣
市
役
所
前
を
ス

タ
ー
ト
、
芦
北
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す
る
６
区
間
（
中
学

生
10
区
間
）
４
０
・
９
㎞
で
勝
敗
を
競
い

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
水
俣
・
葦
北
郡
市
と
八
代

市
（
二
見
）
か
ら
一
般
９
チ
ー
ム
、
高
校

３
チ
ー
ム
、中
学
８
チ
ー
ム
の
合
計
20
チ
ー

ム
が
参
加
。
各
部
門
と
も
単
独
チ
ー
ム
で

タ
イ
ム
を
競
い
、一
般
は
単
独
の
ほ
か
Ａ
・

Ｂ
両
チ
ー
ム
の
合
計
タ
イ
ム
で
総
合
優
勝

を
争
い
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、
一
般
の

部
に
芦
北
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
、
高
校
の
部
に
芦

北
高
校
、
中
学
の
部
に
田
浦
中
・
佐
敷
中
・

湯
浦
中
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
は
、
総
合
で
２
連
覇
を
目
指

し
ま
し
た
が
、
序
盤
か
ら
水
俣
市
に
リ
ー

ド
さ
れ
る
苦
し
い
展
開
。
選
手
は
当
日
の

エ
ン
ト
リ
ー
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
力
走

し
ま
し
た
が
水
俣
市
に
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
沿
道
か
ら
は
、
た
く

さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
温
か
い
声
援
で

選
手
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

２
８
０
人
が

　

大
人
の
仲
間
入
り

　

１
月
９
日
（
日
）、
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー

ム
で
平
成
23
年
芦
北
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
及
び
町
内

に
住
所
を
有
す
る
方
で
成
人
を
迎
え
た
の
は

２
８
０
人
。
成
人
式
に
は
２
０
４
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
典
前
か
ら
、
ド
ー
ム
の
玄
関
前
に
大
勢
の

新
成
人
が
足
を
止
め
、
新
調
し
た
ス
ー
ツ
や
羽

織
袴
、
振
り
袖
に
身
を
包
み
、
同
級
生
と
の
再

会
に
歓
声
が
あ
ち
こ
ち
で
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
竹
﨑
町
長
が
「
世
界
に
視
野
を
広

げ
、
我
が
国
や
郷
土
を
正
し
く
見
つ
め
、
自
分

自
身
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
洋
々
た
る
前
途
に
向
か
っ
て

活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

【一　般】
◇総合
１位  水俣市　 4 時間 48 分 41 秒
２位  芦北町　 4 時間 54 分 17 秒
３位  津奈木町 5 時間 18 分 48 秒
◇チーム別
１位  水俣 A      2 時間 20 分 34 秒
２位  芦北 A      2 時間 26 分 26 秒
３位  芦北 B      2 時間 27 分 51 秒
４位  水俣 B      2 時間 28 分 07 秒
６位  芦北 C      2 時間 34 分 26 秒

【高校】
１位  水俣高校 2 時間 20 分 36 秒
２位  芦北高校 2 時間 26 分 06 秒
３位  水俣工高 2 時間 32 分 08 秒

【中学】
１位  津奈木中 2 時間 22 分 48 秒
２位  袋中　　 2 時間 25 分 17 秒
５位  田浦中　 2 時間 32 分 00 秒
６位  湯浦中　 2 時間 32 分 51 秒
７位  佐敷中　 2 時間 33 分 47 秒

上位と町関係成績 〜
第
61
回
熊
日
三
太
郎
駅
伝
競
走
大
会
〜

 　

新
成
人
の
藤
井
信の
ぶ
あ
き彰
さ
ん
（
湯
浦
中
卒
業
）

と
本
郷
さ
つ
き
さ
ん
（
田
浦
中
卒
業
）
が
「
20

歳
の
抱
負
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
藤
井
さ
ん

は
「
小
さ
な
行
動
に
も
責
任
を
持
ち
、
周
り
の

人
か
ら
信
頼
さ
れ
、
周
り
の
人
た
ち
を
支
え

る
人
間
に
な
り
た
い
」、
本
郷
さ
ん
は
「
余
裕

を
持
っ
て
周
り
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
大
人
に

な
り
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
続
い
て
勝
田
将ま
さ
し史
さ
ん
（
大
野
中
卒
業
）

が
「
交
通
安
全
宣
言
」
を
さ
れ
、
ま
た
、
最
初
に

会
場
受
付
を
さ
れ
た
大
矢
悦え
つ
ろ
う朗
さ
ん
（
湯
浦
中

卒
業
）
に
代
表
し
て
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
新
成
人
を
代
表
し
て
山
口
由ゆ

き

よ
貴
誉
さ

ん
（
佐
敷
中
卒
業
）
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
家
族
の
姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、

新
成
人
の
晴
れ
姿
を
記
念
に
残
そ
う
と
カ
メ
ラ

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
新
成
人
の
皆

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
待
ち
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う

幾
多
の
困
難
を
克
服
し
、
す
ば
ら
し
い
人
生
を

謳
歌
さ
れ
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

♬
生
の
演
奏
と

　
　

マ
ー
チ
ン
グ
に
魅
了
♪

　

町
民
の
方
に
音
楽
に
触
れ
合
う
機
会
を
提
供

し
、
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
１
月
23
日
（
日
）、

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
芦
北
町
吹
奏
楽
団
が
演
奏

し
、
音
楽
祭
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー

ト
と
マ
ー
チ
ン
グ
の
２
部
で
構
成
さ
れ
、
約

５
０
０
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
今
年
度
の
県
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
合
志
中
学
校
や

熊
本
工
業
高
校
、
銀
賞
を
受
賞
し
た
三
和
中
学

校
（
熊
本
市
）
の
３
団
体
の
吹
奏
楽
団
が
演
奏

し
ま
し
た
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
部
で
演
奏

し
た
３
団
体
に
加
え
、
熊
本
県
唯
一
の
一
般
の

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
で
あ
る
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス

テ
ー
ト
と
託
麻
西
小
学
校
の
５
団
体
が
、
広
い

〜
第
７
回
芦
北
町
音
楽
祭
〜

▲合志中学校のマーチング

▲最後は出演団体全員での演奏・ダンス

▲久しぶりの同級生との再会に
　記念撮影

▲謝辞を述べる山口さん

▲　佐 敷・吉 尾 地 区 ▲　湯　浦　地　区

▲　田　浦　地　区 ▲　大　野　地　区

ド
ー
ム
の
フ
ロ
ア
を

目
一
杯
使
い
、
息
の

あ
っ
た
ス
ピ
ー
ド
感

あ
ふ
れ
る
華
麗
な

マ
ー
チ
ン
グ
を
披
露

し
ま
し
た
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
全
出
演
団

体
が
参
加
し
て
の
迫

力
あ
る
演
奏
と
ダ
ン

ス
は
圧
巻
で
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

【区間賞】（敬称略）
・引地　亨 （芦北 B）　　   3 区 4.4㎞　13 分 52 秒
・平生　健太（水俣高）　 2 区 7.4㎞　27 分 26 秒
・井手口　大志 （水俣高）4 区 7.5㎞　25 分 38 秒
・中村　大輔 （芦北高）　  6 区 8.0㎞　25 分 37 秒
・田中　勝崇（田浦中）　 5 区 4.4㎞　13 分 42 秒　
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で き ご と

温
泉
か
ら
塩
が
で
き
た
よ

　

18
年
続
く

　
　
　
「
さ
か
な
の
朝
市
」

　

芦
北
漁
協
で
恒
例
の
「
さ
か
な
の
朝
市
」
初
売
り
が

１
月
23
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
朝
市
は

18
年
前
か
ら
芦
北
漁
協
朝
市
部
会
が
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

凍
え
る
寒
さ
の
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
内
外
か
ら

約
４
０
０
人
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
日
の
朝
に
水
揚
げ
さ
れ
た
太
刀
魚
や
鯛
、
ヒ
ラ
メ
、

足
赤
エ
ビ
、
タ
コ
、
イ
カ
な
ど
の
新
鮮
な
魚
介
類
が
格

安
で
販
売
さ
れ
、
30
分
程
度
で
売
り
切
れ
に
な
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
魚
介
類
の
詰
め
合
わ
せ
な
ど
が
当
た
る
抽
選

会
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
鯛
の
味
噌
汁
や
太
刀
魚
の
刺
身

も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。　

注
意
し
な
が
ら
煮
沸
し
ま

し
た
。
更
に
そ
の
濃
縮
し

た
温
泉
水
を
ろ
過
し
、
に

が
り
と
塩
に
分
離
さ
せ
ま

し
た
。

　

池
田
教
授
が
温
泉
水
と

作
っ
た
に
が
り
に
生
卵
を

入
れ
て
、
ど
ち
ら
が
浮
く

の
か
実
験
も
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
み
ん
な
で

作
っ
た
温
泉
塩
を
使
っ
て

お
に
ぎ
り
を
作
り
、
さ
ら

に
こ
の
塩
で
味
付
け
を
し

た
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
海

老
フ
ラ
イ
を
昼
食
に
し
ま

し
た
。

　

作
っ
た
塩
は
普
段
食
べ

る
塩
と
比
べ
る
と
苦
み
が

あ
り
ま
し
た
が
、
児
童
た

ち
は
自
分
で
作
っ
た
塩
に

満
足
顔
で
お
に
ぎ
り
を
頬

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

田
浦
小
学
校
の
５
年
生
32
人
が
参
加
し
、
御
立
岬
温
泉

の
「
温
泉
水
」
か
ら
塩
を
作
ろ
う
と
１
月
18
日
（
火
）
に

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
塩
づ
く
り
体
験
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
町
と
塩
づ
く
り
の
研
究
協
定
を
結
ぶ
佐
賀
大
学
の
池

田
進
教
授
の
指
導
の
下
、
御
立
岬
温
泉
水
を
大
釜
で
濃
縮

さ
せ
、
そ
の
温
泉
水
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焦
げ
な
い
よ
う
に

　

地
域
に
残
る
文
化
財
を
住
民
自
ら
が
保
護
し
活
用
す

る
事
例
を
広
く
紹
介
し
、
文
化
財
の
保
護
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
１
月
19
日
（
水
）
に
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
文
化
財
整
備
・
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
本
町
に
残
る
国
登
録
有
形
文
化
財

藤
崎
家
住
宅
（
赤
松
館
）
を
参
加
者
に
詳
し
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
赤
松
館
の
歴
史
・
建
造
物
に
つ
い
て
町
担
当

者
か
ら
説
明
。
そ
の
後
、
藤
崎
家
当
主
の
藤
崎
正
彌
さ
ん

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
赤
松
館
保
存
会
」
の
松
本
秀
也
さ
ん
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
経
緯
と
赤
松
館
の
一
般
公
開
の

状
況
等
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
藤
崎
さ
ん
は
「
戦
後
の
農

地
改
革
で
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
住
宅
は
地
域
の
方
々
の

多
大
な
る
協
力
が
あ
り
残
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
建

物
の
処
分
を
考
え
た
時
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
後

▲塩が焦げないよう気を付けました

▶
作
っ
た
に
が
り
で
は
卵
が
浮

　
き
ま
し
た
（
左
） 

右
は
普
通

　
の
温
泉
水

▲説明を受け、赤松館の見取図
　を熱心に見る参加者

▲説明する藤崎正彌さん（右）と松本秀也さん
世
に
残
せ
て
い
け
た
ら
と
い
う

思
い
で
一
般
公
開
に
踏
み
切
っ

た
」
と
話
さ
れ
、
松
本
さ
ん
は

「
若
い
世
代
に
も
参
加
し
て
も

ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

赤
松
館
の
保
存
と
活
用
に
つ
い

て
地
域
の
振
興
に
尽
く
し
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

トゥイ チャンターさん５か月の研修を終えて帰国
　

私
は
初
め
て
ハ
イ
テ
ク
な
先
進
国
で

あ
る
日
本
に
来
て
、
学
校
教
育
と
音
楽

に
つ
い
て
の
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

湯
浦
小
学
校
な
ど
で
の
５
か
月
間
の

研
修
は
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
し

た
。
私
は
、
国
語
、
算
数
、
音
楽
、
理

科
、
体
育
な
ど
の
授
業
の
進
め
方
を
先

生
や
子
供
た
ち
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
経
営
や
学
校
教
育
制
度

の
強
化
に
役
立
つ
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
日
本
の

文
化
や
生
活
習
慣
（
非
常
に
高
い
水
準

で
し
た
）、
日
本
人
の
特
性
（
常
に
頑

張
る
姿
勢
）・
・
・
な
ど
、
社
会
か
ら

学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
は
レ
ベ
ル
が

高
く
、
学
習
教
材
が
豊
富
で
、
先
生
た

ち
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
し
た
。

芦
北
町
で
の
５
か
月
は
と
て
も
短
い
も

の
で
し
た
が
、実
り
多
い
研
修
で
し
た
。

　

最
後
に
私
は
芦
北
の
皆
さ
ん
の
親
切

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
に

も
、
私
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
こ
の
貴
重
な

経
験
を
持
ち
帰
り
、
祖
国
の
発
展
の
た

め
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
師
や
生
徒
た
ち

に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

芦
北
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
か
ら
１
月
21
日
ま
で
芦

北
町
で
研
修
を
受
け
て
い
た
ト
ゥ
イ  

チ
ャ
ン
タ
ー
さ
ん
が
無
事
に
研
修
を
終

え
、
１
月
27
日
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

▲湯浦小の児童と一緒に写るチャンターさん

▲竹﨑町長から研修修了証書が
　渡されました

！

▶
大
好
評
「
鯛
の
味
噌
汁
」
の
振
る
舞
い

戦国時代の食事を再現

　学校給食週間（１月２４日〜３０日）にちなみ、
１月２８日（金）、田浦給食センターでは、田浦小、
田浦中で戦国時代の食事を再現し提供しました。
　メニューは、赤米、スズキの塩焼き（佐敷城跡
から赤米、スズキの骨が見つかっています）、干
したけのこのキンピラ、アサリとワカメの味噌汁
でした。栄養士から「今回のメニューは、皆さん
にすると質素な食べ物でも、当時は高級な食べ物
だったんですよ」と説明がありました。給食後、「好
き嫌いなく、給食を食べよう」と児童による給食
についての学習会も行われました。

自衛官募集相談員委嘱式

　１月２６日（水）、役場本庁舎で「自衛官募集
相談員委嘱式」が行われました。募集相談員は、
自衛隊志願者に対する自衛隊の情報提供や広報活
動を行います。
　今回、本町で委嘱された方は５人です（任期２
年）。また、永年募集相談員として勤められた岩
口猶敏さんには、自衛隊熊本地方協力本部の坂本
知司本部長から記念品が贈られました。

【募集相談員】（敬称略）
　宮本　益男、齋藤　力、長口　政、内田　耕一、
　溝下　博行

 

赤
松
館
一
般
公
開
か
ら

　

１
年
を
振
り
返
っ
て

　
「
さ
か
な
の

朝
市
」
は
、
毎

月
第
２
土
曜
日

と
第
４
日
曜
に

行
わ
れ
、
11
月

か
ら
３
月
の
期

間
は
午
前
７
時

か
ら
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
行
か
れ

た
こ
と
が
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
足

を
運
ば
れ
て
み

て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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塩分のとりすぎに注意！　血圧との関係

　私たちの体液や血液は、塩分濃度０．８％に保たれています。
　例えば、体重６０㎏の人の場合、血液の量は約４，６００cc（体重の１３分の１）です。
　塩分濃度は０．８％に保たれているので、４，６００cc ×０．８％　→　３６．８ｇの塩分が血液に
含まれています。

＊お問い合わせ　　保健センター　☎８６−０２００

保健センターだより

　腎臓には１日１５０ℓの血液が流れ込み、不必要なものを捨てる（ろ過）仕事をするため圧力が
必要ですが、より高い圧が続くと毛細血管を傷めます。

◇塩分と私たちの体

◇余分にとった塩はどこに？

　体重６０㎏の人が１０ｇ余分に塩分をとると、体は０．８％にするために水を要求します。（＝のど
が渇きます。）薄めるためには１，２５０cc 必要で、普段の血液量（４，６００cc）より、２７％も増
えてしまうことになります。

◇体の中では困ったことが起きます！

　血管は血液の量が増えると圧が上がります。
血圧が上がると血管内皮細胞が傷つき、血小板
が修復しますが、繰り返されると、動脈硬化が
進んでいきます。その結果、心臓や腎臓に負担
がかかります。
　心臓は内側が狭くなった血管に血液を流すた
めに仕事量が増えます。
　また、腎臓では高い圧が続くと、ろ過機能が
低下するために仕事量が増えます。

●塩分量の目安は「1 日１０ｇ以下」です。上手に選んで塩分のとりすぎに注意しましょう。

種　類 量 塩分の目安

調　味　料

しょうゆ 大さじ１ ３．０g　

ウスターソース 大さじ１ １．５g　

和風ドレッシング 大さじ１ １．１g　

マヨネーズ 大さじ１ ０．３g　

汁　　　物 味噌汁 １椀 １．２〜１．５g　

インスタントめん類

カップ焼きそば １個 ５．３g　

カップきつねうどん １個 ８．７g　

みそラーメン １袋 ６．６g　

魚 新巻さけ 一切れ８０g ２．４g　

路線バスを利用しましょう！
　路線バスは「町民生活の足」として、通勤、通学及び通院の交通手段として欠かすことが出来ません
が、本町では年々その利用者が減少してきています。

路線バスは日常生活に欠かせない交通手段です！
　路線バスは、運賃収入から運送費用を差し引いた額（赤字額）を町がバス事業者に補助することで運
行されています。　

　町では、このような状況を踏まえながら、効果的・効率的な路線バスの運行や財政負担の軽減につい
て検討を行い、現在、白石・大岩線については代替交通としてスクールバスを運行していますが、一人
でも多くの方が路線バスを利用していただきますよう、皆さんのご協力をお願い致します。

　住所、氏名を記入のうえ、郵送・FAX または電子メールで下記宛てにお願いします。ただし、電話での
受付は行いません。
▶締切日：２月２８日（月）
▶送付先
　○郵送：〒 869-5498　芦北町大字芦北 2015　
　　　　　　芦北町役場  企画財政課  政策推進室  「路線バス再編」宛て
　○ FAX：８２−２８９３
　○電子メール :seisaku@town.ashikita.lg.jp
＊お問い合わせ　企画財政課　政策推進室　☎８２−２５１１（内線２５４）

路線バスに関するご意見・ご希望をお聞かせください！

H １９年度 H ２０年度 H ２１年度 H ２２年度
0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000
町内路線の輸送人員（人）

52,886 人
49,682 人

43,332 人

古石線 長崎線 女島線 田川線 鶴木山線 大野線 白石線
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H ２１年度 H ２２年度
0

3,000

6,000

9,000

15,000

12,000

町内路線別運行費補助金額 国道路線運行費補助金額( 千円 )

56,104 人

( 千円 )

10,425

13,323
5,838

3,039 3,161

4,416
4,817

442 471

5,4115,473
4,951

3,481

2,809
2,988

　白石線は、平成２２年６月から「ふれあいツク〜ルバス」を運行しており、４か月で補助金額が減少
して再編効果が現れています。しかし、国道路線を含むその他全ての路線は補助金額が増加しました。

5,641

H21 年度
H22 年度

傷ついた所

血液

血小板

血管内が傷つくと血
小板が修復します。

修復が繰り返されると動脈
硬化になり、脳梗塞や心筋
梗塞の原因となります。

血液の通り道が狭
くなり、心臓への
負担が増えます。

※塩分目安の参考表

動脈硬化
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　防災行政無線受信機を各家庭に設置して３年が経過しました。内蔵されている停電対応用の乾電池は年
１回の交換をお願いします。電池切れランプが赤色に点滅し、放送終了後に「ピーピー、ピーピー、ピー
ピー」と３回鳴る場合は、電池切れですので、早めの交換をお願いします。なお、取替方法は、使用説明
書をご覧ください。
　また、放送終了後に「カタカタカタ」と受信機から音がする場合は、１度電源を切って入れ直してくだ
さい。それでも、音が鳴り止まない場合は、役場総務課までご連絡ください。

防災行政無線受信機の電池交換のお願い

乾電池収納箇所

※交換用乾電池は、
　各世帯で準備して
　ください。

ご
存
知
で
す
か

　
各
種
障
害
者
手
当

　

在
宅
生
活
に
お
い
て
、
介
護
を
必
要
と
す

る
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
方
、
並
び
に
そ
の

家
族
等
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
と
し

て
、
以
下
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
方
は
、
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当

●
受
給
資
格

　
　

20
歳
以
上
で
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神

　

に
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

　

生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

　

方
●
手
当
の
額

　
　

月
額
２
６
，
４
４
０
円

●
手
当
の
受
給
（
申
請
）
が
で
き
な
い
方

　

⑴
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

　
　

月
を
超
え
て
入
院
さ
れ
て
い
る
方

　

⑵
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

障
害
児
福
祉
手
当

●
手
当
の
受
給
（
申
請
）
が
で
き
な
い
方

　

⑴
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

　

⑵
当
該
障
が
い
を
支
給
理
由
と
す
る
年
金

　
　

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

特
別
児
童
扶
養
手
当

●
受
給
資
格

　
　

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神

　

に
障
が
い
が
あ
り
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た

　

障
害
等
級
に
該
当
す
る
障
が
い
児
を
監
護

　

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

●
手
当
の
額

　
　

１
級　

月
額
５
０
，
７
５
０
円

　
　

２
級　

月
額
３
３
，
８
０
０
円

●
手
当
の
受
給
（
申
請
）
が
で
き
な
い
場
合

　

⑴
障
が
い
児
が
父
母
等
に
監
護
さ
れ
て
い

　
　

な
い
場
合
（
施
設
入
所
等
）

　

⑵
障
が
い
児
が
当
該
障
が
い
を
支
給
理
由

　
　

と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

【
注
意
】

　

い
ず
れ
の
手
当
に
も
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
程
度
の
認
定
は
、
原
則
と
し
て
診

断
書
に
よ
り
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

福
祉
課 　

障
害
者
福
祉
係　

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
５
３
）

●
受
給
資
格

　
　

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神

　

に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

　

お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
児
童

●
手
当
の
額

　
　

月
額
１
４
，
３
８
０
円

印鑑登録証明書には、印鑑登録証が必ず必要です！

　印鑑登録証明書の申請には、印鑑登録証（ふれあいカード）を必ずご持参ください。
　登録証の提示がなければ、ご本人が来られても証明書の発行はできません。

　◆印鑑登録証（現在、芦北町では３つの印鑑登録証が使用されています。）

▲ふれあいカード（新芦北町発行）

▲ふれあいカード（旧芦北町発行） ▲印鑑登録証（旧田浦町発行）

【印鑑登録証明書の発行】

　そのままでも利用できますが、無料でふれあいカードへの切り替えができますので、希望され
る方は、登録されているご本人が印鑑登録証と実印をお持ちください。
　ふれあいカードは、暗証番号を登録すると、印鑑証明書及び住民票が自動交付機で交付できる
カードです。

◇旧田浦町の印鑑登録証（オレンジ色）をお持ちの方

※ふれあいカードに暗証番号を登録している方は、自動交付機で簡単に発行できますので、是非
　ご利用ください。

①

②

③

　

３
月
１
日
（
火
）
か
ら
７
日
（
月
）

ま
で
の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の

火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
22
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　

『「
消
し
た
か
な
」

あ
な
た
を
守
る
合
い
言
葉
』

《
住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
》

❶
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

❷
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

　

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

❸
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

❹
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

　

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

❺
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

　

災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
製
品
を
使
用

　

す
る
。

❻
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

　

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

❼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

　

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

　

を
つ
く
る
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

＊お問い合わせ
　住民生活課　総合窓口係　☎８２−２５１１（内線１４３・１４４）

電源／受信ランプ

＊お問い合わせ
　総務課　防災交通係　☎８２−２５１１（内線２１８）

電源スイッチ

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

●
い
つ
か
ら

　

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

６
月
１
日
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
建
て
ら

れ
た
住
宅
は
、
平
成
23
年
６
月
１
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
設
置
場
所
は

　

普
段
就
寝
に
使
う
部
屋
（
寝
室
）
に

設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は
、
寝
室

と
階
段
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
寝
室
が
１
階
の
場
合
は
、
階
段

や
廊
下
へ
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
）

●
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
を

　

消
防
職
員
が
直
接
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
を
訪
問
販
売
し
た
り
、
特
定
の

業
者
に
商
品
を
斡
旋
し
た
り
、
販
売
を

依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。



　

お 知 ら せ

▼
競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ

ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、

健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
16
種
目

▼
競
技
会
場

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園　

他
４
会
場

▼
日
程　

５
月
９
日
㈪
～
22
日
㈰

▼
参
加
資
格　

県
内
在
住
で
平
成
24
年
４

月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方
（
昭
和
27

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

    

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代
の
方

　
　

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
参
加
費　

個
人
競
技
は
１
人
５
０
０

円
、
団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

▼
募
集
期
間　

　
　
　

２
月
22
日
㈫
～
３
月
22
日
㈫

▼
申
込
方
法　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
教
育

委
員
会
に
設
置
し
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

財
団
法
人　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

　
　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

  

交
流
大
会
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会

田浦子育て支援センター  ３月の行事
　　３日（木）　ひなまつり集会
　１０日（木）　お別れ遠足（わいわいパークへ行こう）
　１１日（金）　クッキング教室
　１４日（月）〜１８日（金）手作りおもちゃを作ろう
　１７日（木）身体測定
　２２日（火）誕生会・お別れパーティー
※支援センターは未就園児と保護者の方どなたでも利用
　できます。気軽においでください。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　９時３０分〜１２時　１４時４５分〜１７時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

   

熊
本
さ
わ
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学
生
募
集

くまもと電子申請窓口　「よろず申請本舗」
「電子申請受付システムの一時休止」のお知らせ

　住民の皆さまが、インターネットを利用して申請や届出等を行うことができる、くまもと電子申
請窓口「よろず申請本舗」については、新システムに移行（リニューアル）することになりました。
　これにともない、現在のシステムにおける電子申請受付は、２月２８日（月）２３時５９分で終
了します。なお、申請状況の照会は、３月３１日（木）１７時までは可能です。
　４月２５日（月）の新システム公開まで、電子申請受付を一時休止することとなり、ご不便をお
かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、電子申請の受付休止期間中も、紙による申請は可能です。

＜リニューアルに向けたスケジュール＞
・２月２８日（月）　　　　　　　現在のシステムにおける申請受付終了
・３月１日（火）
　　～３月３１日（木）　　　　

・４月１日（金）
　　～４月２４日（日）　　　　

・４月２５日（月）　　　　　　　新システム公開（申請受付再開）

※詳細は「よろず申請本舗」をご覧ください。
　　
　http://www.shinseihonpo.kumamoto-idc.pref.kumamoto.jp/

よろず申請本舗 検索

＊お問い合わせ
　総務課　情報管理係　☎８２−２５１１（内線３３０）

　平成２３年度緊急雇用対策事業を活用し、次の仕事がみつかるまでのつなぎとして臨時職員を
募集します。
●募集人数　３４人　●対象　離職した労働者（年齢不問）
●種別（【　】は雇用期間）　　
　①除草作業・海岸や道路の清掃作業など（商工観光課）１７人
　　日額５, ４５０円〜６, ０８０円×２０日×６か月（１日８時間）　【４月１日～９月３０日】

　②町立保育所の保育業務など（福祉課）３人　「保育士の資格がある方」
    　日額６, ９００円×２０日× 6 か月（１日８時間）　【４月１日～９月３０日】

　③ケアプランの点検及び医療情報との突合など（住民生活課）１人　
　　「ケアマネージャー資格優遇」「パソコン入力ができる方」
　　日額５, ０８０円〜５，９２０円×２０日×１２か月（１日８時間）　【４月１日～３月３１日】

　④清掃センターのごみ分別、解体など（住民生活課）２人
　　日額６, ０８０円×２０日×１２か月（１日８時間）　【４月１日～３月３１日】

　⑤小中学校授業支援員（教育課）９人「教員免許取得者または経験者」
　　日額７, ５００円×２０日×６か月（１日８時間）　【４月１日～９月３０日】

　⑥学校図書室電算化・図書整理など（教育課）　２人
　　日額５, ０８０円×２０日×６か月（１日８時間）　【４月１日～９月３０日】

●提出書類　履歴書（写真付）　※希望職種を種別番号で記入ください。
●募集期限　２月１８日（金）まで商工観光課へ提出ください。
●選考方法　書類審査、面接

芦北町臨時職員を募集します

＊お問い合わせ　①〜④　商工観光課　商工係　☎８２ー２５１１（内線１７１）
　　　　　　　　⑤、⑥　教育課　学校教育係　☎８７−１１７１（内線１２３）
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  申請状況の照会のみ可能

  【電子申請受付システムの一時休止】
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　  死亡日             亡くなられた方　         年齢　　　区　

　１２. ３１　  　上野　武治　　　  　 ９４　   花岡西
　　１.　 １　  　山下　ヨシエ　  　　 ８８　   横居木
　　１.　 ３　  　草野　ヤチエ　  　　 ９８　   大野
　　１.　 ３　  　田中　チサエ　  　　 ８７　   花岡東
　　１.　 ３　  　辻田　大生　　　　  　 ２　   計石東
　　１.　 ４　  　森本　利光　  　　　 ７９　   田川
　　１.　 ５　  　平田　良夫　  　　　 ７５　   八幡
　　１.　 ６　  　小﨑　悦子　  　　　 ８４　   黒岩
　　１.　 ８　 　 山本　敏之　  　　　 ８５　   豊岡
　　１. １０　  　本田　スヨ　  　　　 ９３　   田浦町２
　　１. １１　  　野田　ソヤ　　  　　 ９３　   小田浦５
　　１. １１　  　塚本　フサエ　  　　 ９９　   海路・高田辺
　　１. １２　  　田中　茂　　　  　　 ９０　   向町
　　１. １３　  　大嶋　多惠子  　　　 ６６　   向町
　　１. １３　 　 友浦　タエ子  　　　 ７９　   田浦３
　　１. １４　 　 竹本　要作　　  　 １００　   芦北
　　１. １９　  　藤井　マツ　　  　 １０８　   平生
　　１. １９　  　林田　金次　　  　　 ９４　   白岩
　　１. ２０　 　 山下　文雄　　  　　 ７９　   波多島
　　１. ２０　 　 赤山　フサコ　  　　 ９５　   田浦町２
　　１. ２２　 　 本村　義人　　  　　 ９９　   大野
　　１. ２４　 　 柿﨑　利子　　  　　 ８９　   大尼田
　　１．２５　  　松岡　曻　　　  　 　９０　   箙瀬
　　１．２７　　  山本　貞勝　　　　   ７６　   天月
　　１．２７　　  道園　フジ子　　　   ９３　   湯浦南
　　１．２８　　  塩坂　保男　　　　   ７９　   塩浸
　　１．２８　　  塩﨑　伸一　　　　   ７６　   塩浸
　　１．２８　　  平田　ユキエ　　　   ８３　   西告
　　１．２９　　  山崎　フジコ　　　   ９３　   田浦町４
　　１．３０　　  谷口　アキエ　　　   ８７　   波多島

広報あしきた　12

●お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

詐欺の手口

●お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

　自動車やバイクを運転中に、後ろからサイレンを鳴らし、赤色
灯を点灯させた消防車や救急車などの緊急自動車が近づいてきた
という経験をされた方は多いのではないでしょうか？　その時、
スムーズに消防車や救急車などに進路を譲ることは出来ました
か？

消防車等の緊急走行に対するご理解とご協力を！

13　広報あしきた

　氏　　名　　   出生日　　   性別　  保護者　　　区

谷口　悠
ゆ う と

斗　   １２．２３　　   男　    信　穂　    湯浦東 
岩田　海

み と

翔　　   １．  ５　　   男　    和　幸　    白岩
木川　宙

そら

　　　   １．  ６　　   男　    　誠　　    田浦町３
倉本　葵

あおい

　　　   １．  ７　　   女　    　淳　　    宮崎
橋本　杏

あん

　　　   １．  ７　　   女　    康　博　    平生
遠坂　梨

り こ

心　　   １．１０　　   女　    直　人　    田浦町１
宮内　望

み く

来　　   １．１２　　   女　    貴　則　    花岡西
小﨑　奎

け ん ご

虎　　   １．１５　  　 男　　史　雄　    計石西
橋口　妃

ひ な の

奈乃　   １．１６　 　  女　　龍　太　    國見
立杉　南

み な み

海　　   １．１７　 　  女　　正　二　    湯浦東
黒田　優

ゆ う な

和　　   １．１７　 　  女　　征　史　    田浦町２
竹下　香

か お

緒　　   １．２０　 　  女　　健　太　　花岡西

人 口　　　２０，１３２人　    （ー２１）
男 　　　　９，３７４人　　（ー１２）
女 　　　１０，７５８人　　（ー９）

65 歳以上　　　　７，０４５人　　（ー１１）
高齢化率　　　　　３５．０％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６４１世帯 　   （ー４）

人口の動き（H23.2.1 現在）　　  　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H23.1.1 〜 1.31 受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H23.1.1 〜 1.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

【
田
浦
短
歌
会
】

家
中
を
掃
除
機
か
け
て
息
を
つ
き
一
杯
の
茶
に
心
は
和
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
芳
子

三
三
五
五
集
う
老
い
ら
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
競
技
始
め
の
鋭と

き
ホ
イ
ッ
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
田
　
圭
一

妹
と
訪
い
来
し
大
野
温
泉
の
郷
土
料
理
に
亡は

は母
を
語
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
本
ナ
ミ
エ

前
山
の
櫨は
ぜ

は
梢
に
二
・
三
枚
紅
葉
残
し
冬
の
木
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
良
子

新
し
き
命
の
音
か
ま
だ
青
き
樫か
し

の
実
一
つ
発は

っ
し止

と
地
を
う
つ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
辻
　
雅
子

【
紫
お
ん
の
家
短
歌
会
】

ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
我
が
家
で
栽
培
し
不
安
と
期
待
で
味
試こ
こ
ろみ
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
誓

デ
コ
ポ
ン
の
み
の
り
よ
か
れ
と
祈
り
つ
つ
新
年
迎
ゆ
る
施
設
の
庭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
菊
雄

初
詣
で
今
年
は
夫つ
ま

と
二
人
き
り
地
区
の
社

や
し
ろ
を
く
ま
な
く
め
ぐ
る
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
上
　
良
子

ご
馳
走
を
食
べ
す
ぎ
た
の
か
正
月
の
三
日
す
ぎ
れ
ば
躬み

が
重
く
な
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　
和
子

久
し
ぶ
り
集つ
ど

い
し
友
と
カ
ラ
オ
ケ
に
懐
し
い
曲
夜
の
更
け
る
ま
で
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
里
百
合
子

短

歌

　消防車や救急車などは、いち早く現場に到着するために、道路

の右側にはみ出して走行することや、赤信号の交差点に進入出来るな

ど、一般車両には認められていない優先走行権が道路交通法で認めら
れています。しかし、これらの緊急自動車も一般車両の協力を得てこ
そスムーズに走行することができます。

　自動車等を運転中に緊急自動車が接近してきた場合は進路を譲って

いただき、一刻も早く災害現場に到着できるようご協力をお願いします。

ストップ・ザ振り込め詐欺「振り込め詐欺」撃退法

オレオレ詐欺

【
町
民
講
座
】
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永
　
玲
子
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」

警察官、銀行員等をかたり「キャッシュカードの
セキュリティ変更が必要」と嘘を言った後、自宅
を訪問し、キャッシュカードをだまし取り、現金
を引き下ろす

架空請求詐欺
「サイト登録料金や利用料金が未納」などのメー

ルやハガキ等を送りつけ、利用料金名目で現金を

だまし取る

融資保証金詐欺
実際には融資しないにもかかわらず「低金利で融
資する」などと書かれたハガキ等を送り、融資を
求めてきた客に保証金名目等で送金させる

還付金等詐欺
役所等をかたり、「金の過払い分を ATM で還付す
る」などと言って、ATM を操作させ、送金させ
る

水源販売名目詐欺
高齢者宅にパンフレット入り封筒が郵送され、数日後に「書類が届いた人だけが○○県の水源を購入で
きる。残りわずか。」などと水源購入の勧誘電話がある

対　策
・警察官等が暗証番号を聞くことはないので暗証番号を聞かれても教えない！
・家族間で合い言葉を決めて、電話がかかってきてもあわてない！
・身に覚えのないサイトの利用料金は支払わない！
・「融資する」などと書かれたハガキが届いたら警察などに連絡する！
・還付金のことで電話があったら、ATM ではなく銀行の窓口に行く！
・水源購入等の勧誘の電話があったなら警察などに連絡する！
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2011 芦北うたせマラソン大会

▶日　　時　３月２７日（日）午前８時受付　午前９時開会式　雨天決行
▶会　　場　芦北海浜総合公園
▶種　　目　２０㎞、１０㎞、５㎞、３㎞
▶参加資格　男女ともに小学４年生以上の健康な方（オープン参加は認めません）
▶参  加  料 　一般３，０００円、高校生１，５００円、小中学生１，０００円
▶申込方法　商工観光課に設置してある専用の参加申込用紙（払込取扱票）に必要事項を記入のうえ、
　　　　　　参加料を添えて指定口座へ振り込んでください。
▶申込期限　２月２８日（月）

九州新幹線全線開業記念事業
ねんりんピック２

ふ れ あ い

０１１熊本協賛イベント

＊お申込み・お問い合わせ
　芦北うたせマラソン大会実行委員会（商工観光課内）☎８２−２５１１（内線１７１）

３月２７日（日）
午前 10 時スタート

＊お問い合わせ
　V・プレミアリーグ芦北大会実行委員会事務局
　（芦北町教育委員会内）☎８７−１１７１

2010/11 Ｖ・プレミアリーグ
男子バレーボール熊本大会（芦北会場）

芦北町合併５周年記念事業

山村 宏太選手
（サントリー）

福田 誉選手
（FC 東京）

石島 雄介選手
（堺）

盛重 龍選手
（豊田合成）

２月１９日（土）

　開　　場▶正　午
　試合開始▶午後１時

　第１試合　　　サントリー　　ＶＳ　　ＦＣ東京
　第２試合　　　　　堺　　　　ＶＳ　　豊田合成

　入場券　
　　指定席　　　　　　３，５００円（当日　４，０００円）
　　自由席　一般　　　２，５００円（当日　３，０００円）
　　自由席　小中高生　１，０００円（当日　１，５００円）

　芦北町民総合センター
　（しろやまスカイドーム）

■申込方法
　芦北町公式ホームページから前売券予約申
込書をダウンロード、もしくは役場本庁舎・
田浦基幹支所・しろやまスカイドーム・温泉
プール・社会教育センター・大野出張所・吉
尾出張所に設置してある前売券予約申込書に
て FA X ま た は 郵 送 で お 申 込 み く だ さ い 。
■お申込先
　Ｖ・プレミアリーグ芦北大会実行委員会　
　　（チケット担当）　坂本九己子　宛
　（携帯）０８０−２７３５−８０８８
　　　　（受付時間午前１０時〜午後５時）
　（FAX)　８４−０５５９
※またはローソンでお買い求めください。
    ローソンチケット（Ｌコード８５５７１）

午後１時試合開始


